
NTT西日本における
APNサービス提供に向けた取り組み

NTT西日本は，『「つなぐ」その先に「ひらく」あたらしい世界のトビラを』を
パーパスとして掲げ，社会を取り巻く環境変化がもたらすさまざまな課題に対し，
技術と知恵を磨き，新たな価値共創によって地域社会のさらなる発展に貢献する
ことをめざしています．本稿ではNTTグループ全体で推進するIOWN（Innovative 
Optical and Wireless Network）構想の実現に向けた取り組みとして，特にオー
ルフォトニクス・ネットワーク（APN：All-Photonics Network）に関して，ユー
スケースの創出およびAPN IOWN1.0としてのAPN商用サービスの提供に関す
る取り組みを紹介します．
キーワード：#光トランスポートネットワーク，#リアルタイム遠隔制御，#リモートライブ
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NTT西日本

は じ め に

社会を取り巻く環境が大きく変化してい
く中において，NTT西日本は地域が抱え
るさまざまな課題と向き合い，NTT西日
本グループが持つネットワーク，サービス，
ソリューションを活用し，地域のお客さま
やパートナーの皆様との共創を通じて，地
域の活性化や新たな価値の創造に貢献する
ことをめざしています．

しかし，少子高齢化の進展による地域産
業の担い手不足や地域の移動手段となる交
通機関の持続的な維持など，地域を取り巻
く課題は複雑化しており，経済の発展と社
会的課題の解決を両立するためには，ICT
やさまざまなデータ，AI（人工知能）・IoT

（Internet of Things）等のデジタル技術
をさまざまな生活シーンに取り入れながら，
人々のライフスタイルを従来のものからよ
り大きく変革していくことが求められてい
くと予想されます．

このような社会変革を支えていく技術基
盤として，NTTグループではIOWN（In-
novative Optical and Wireless Net-
work）構想の検討・具体化を進めており，
NTT西日本においても，このような革新
的な技術をさまざまな社会課題の解決へと
結びつけるためのユースケースの実証や，
先行して実用化が進むIOWN技術を活用し
たサービス開発に現在取り組んでいます．

以降では，NTT西日本におけるIOWN
構想の具現化と地域社会の課題解決に対す

る具体的な取り組みの実例として，特に低
消費電力・大容量通信・低遅延通信を可能
とするオールフォトニクス・ネットワーク

（APN：All-Photonics Network） を 用
いた，さまざまなパートナーとの共創の取
り 組 み に つ い て 紹 介 を し ま す． ま た，
IOWN構想における社会実装の第一弾とし
て2023年 3 月 に 発 表 し ま し た，APN 
IOWN1.0におけるAPNサービスの特徴と
本サービスを用いたパートナーとの協業事
例についても紹介をします．

APN関連技術を活用した 
リモートライブの実現

ライブ・エンタテインメント分野におい
て，無観客ライブやバーチャルフェスなど，
リアルとオンラインの融合を取り入れた新
たなイベントのあり方が模索されています．
NTTグループにおいても，大容量・低遅
延を実現するIOWN APNの関連技術開発
を通じて，複数の拠点を接続し， 1 つの空
間として体感することができる技術として，
ライブ・エンタテインメント分野を含めた
さまざまな分野における事例創出をめざし
ています．

このような背景においてNTT西日本で
は，大阪城ホールにて，株式会社毎日放送
主催で1983年から毎年開催されている合唱
コンサート，「サントリー 1 万人の第九」
の第40回記念公演において，東京-大阪間
をIOWN構想の構成要素であるAPN関連

技術でつないだリアルタイム遠隔合唱の実
証実験を実施しました（図 １ ）．本実証実
験では，大阪城ホール，QUINTBRIDGE

（大阪・京橋），さらに光ファイバ長として
約700 km離れたOPEN HUB Park（東京）
の計 3 拠点をつなぎ，リアルタイム遠隔合
唱を実施しました．指揮者，演奏者（オー
ケストラ），合唱者が離れた会場において
もAPN関連技術を用いて，映像の遅延量
を片道15 ms（60 fpsで 1 映像フレーム未
満の伝搬時間）に抑え，映像の遅れを感じ
させない体験を実現できました．また音声
の遅延量は片道約 4 msとなり，これは同
じ空間の 3 m程度離れた距離から届く音声
と遠隔地から届く音声が同時に届くという
ことになり，まさに距離を超えた新たな体
験を実現することができました．

この遅延量は，通信によって発生する遅
延量だけでなく，特に映像伝送においては
カメラやディスプレイ等の内部処理によっ
て発生する遅延量も大きく影響するため，
できる限り内部処理時間が短い機器を選定
することも，低遅延で実現するうえで重要
になります．一方で，離れた会場とも各地
の盛り上がりや臨場感等を共有していくた
めには，メイン会場で得られるような体験
を遠隔拠点でも充実させる必要があり，ま
だまだ豊かな体験を提供するために検討で
きる余地は大きいと考えられます．

また今回の実証内容に限らず，離れてい
てもそばにいるかのような体験が実現でき
ることで，社会課題の解決に寄与できる
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ケースも存在すると考えられることから，
今回の取り組みで得られた知見を活かし，
IOWN APNの利用シーンの開拓を行って
いく予定です．

APNと高周波数帯無線を活用し
た遠隔ロボット制御の実現

少子高齢化が進展する地域社会において，
労働者人口の減少は今後の地域経済維持に
おいて大きな課題となってきています．こ
れに対して物理的な場所や身体的な特性に
とらわれず，どこからでも必要な作業を実
現できる遠隔操作ロボットの実現は，この
ような課題の解決に有効な手段になり得る
一方，遠隔制御には高精細な映像通信やリ
アルタイムな信号のやり取りが求められる
など，十分な通信帯域や低遅延通信の確保
という課題が存在します．このような背景
を踏まえ，NTT西日本では，ロボット群
の遠隔操作プラットフォームを提供するア

ダワープジャパン株式会社と連携し，リア
ルタイムな遠隔ロボット制御の実証に取り
組みました（図 2 ）．

本実証では，QUINTBRIDGEに設置し
たサービスロボットを，NTT西日本兵庫
支店内の施設であるeSPARKLe KOBE
から，APN回線を通じてロボットに取り
付けた複数のカメラ映像を確認しながら，
細やかな操作が必要となるボタン操作やド
アの開閉などのタスクを遠隔から実施しま
した．

QUINTBRIDGEは通常から多数の施設
会員が交流を行う場所であり，ロボット接
続に2.4 GHzや 5  GHz帯の無線LANを利
用すると，施設の混雑に伴いスループット
低下を招くなど遠隔操作に影響を及ぼすこ
とが考えられるため，それら帯域と干渉し
ない60 GHz 帯無線 LAN（WiGig：Wire-
less Gigabit）を用いました．60 GHz帯
のような高周波数帯無線は人や壁・柱など
でも電波が遮蔽されるため，エリア内で見

通しを確保する基地局の置局設計や, ロ
ボットの移動・回転時でも瞬時に見通し基
地局へ切り替える技術が必要です．前者は
エリア端に複数基地局を設置する方向ダイ
バーシチ構成により実現し，後者はNTT
アクセスサービスシステム研究所のサイト
ダイバーシチ制御技術を用いました．具体
的には，ロボットにWiGig無線端末を 2
台搭載して各々が異なる無線基地局と接続
し， 2 つの異なる無線伝送路を常時確保し
ます. そして，データパケットごとに無線
品質の良い無線端末を選択して伝送するこ
とにより，遮蔽環境でも通信断することな
く，無線品質の動的モニタリングに基づく
通信経路の切り替えを実現しました．これ
によりロボットが施設内を移動するケース
においても無線干渉や基地局切り替えの影
響で通信が途切れることなく，4K品質の
カメラ映像と制御信号を配信し，タスクが
実現できることを確認しました．また，4K
映像をAV1コーデックで圧縮した条件でも
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図１ リアルタイム遠隔合唱の実証実験
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図 1　リアルタイム遠隔合唱の実証実験
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エンド・ツー・エンドで約56 msと一般に
遅延を認識できるしきい値である100 ms
以内で映像配信を実現できていることか
ら（1），複数台のカメラ，ロボットを混在す
る環境でも実用的な遅延量で十分な通信
キャパシティを提供できる見通しも確認で
きました．

APN IOWN1.0サービスの提供

APN IOWN1.0サービスはネットワーク
サービス（高速広帯域アクセスサービス 
powered by IOWN）と端末装置（「OTN 
Anywhere」 powered by IOWN）により
実現しています．

■ネットワークサービス
APN IOWN1.0のネットワークサービス

では，データの待ち合わせ（キューイング）
や信号変換をなくすことで，低遅延と揺ら
ぎゼロを実現しています．また，OTU4イ
ンタフェースを採用することにより，100 
Gbit/s相当のイーサネット信号を透過的
に転送可能なネットワークを提供します

（図 3 ）． 
APN IOWN1.0のネットワークサービス

では，UNIからUNIまでの全区間において
OTN（Optical Transport Network）を
採用しています．OTNは占有型の光パス
を提供する技術であり，クライアント信号
に対して保守オーバヘッドや誤り訂正符号
を付与したユニット単位でデータの送受信

を行います．ネットワークサービスの全区
間でOTNに対応したことで，パス監視や
パフォーマンスモニタを実現する監視制御
信号をエンド・ツー・エンドで疎通させる
ことが可能になりました． 
■端末装置

遅延の可視化と遅延調整機能を備えた端
末装置として，「OTN Anywhere」（2）を用
います． 「OTN Anywhere」が遅延調整
に関する制御信号を保守オーバヘッド領域
に付与し，ネットワークサービスで途切れ
ることなく疎通させることで，エンド・ツー・
エンドで遅延調整を実現する特徴的な機能
を実現しています．
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社会実装を通じたパートナーとの
ユースケース創出

商用版 APN（APN IOWN1.0）を用い
た西日本初のユースケースとして，2023年
3 月20日に吉本興業株式会社と「未来のお
笑イブ」と題し，大阪市内 3 拠点〔京橋

（QUINTBRIDGE），梅田（LINKSPARK），
難波（よしもと漫才劇場）〕を接続し，遠
隔漫才・遠隔バンド演奏のリモートエンタ
テインメントを実施しました（図 4 ）． 

APN IOWN1.0を用いて会場間を接続す
ることにより，低遅延な映像伝送を実現し
ていることに加え，今回のイベントでは，
QUINTBRIDGEとよしもと漫才劇場の 2
拠点に複数台の大型等身大低遅延ディスプ
レイを使用し，各拠点のリアルな芸人と等
身大ディスプレイを通じて遠隔拠点から届
くバーチャルな芸人があたかも同じ場所に
いるようなかたちで掛け合いをする様子を
2 会場で同時に鑑賞できるようにしました．

このように，遠隔の拠点においても臨場
感のある体験を来場者に提供することがで
きた結果，QUINTBRIDGE，よしもと漫
才劇場にご来場いただいた観客の皆様から
の評価も97.3％が “遅延を全く感じなかっ
た”，94.5％が “イベントに満足” と回答い

ただき，今回の取り組みを通じて新たなエ
ンタテインメントのかたちを提示すること
ができました．

お わ り に

本稿ではIOWNが実現する革新的な技術
をさまざまな社会課題の解決へと結びつけ
るためのAPNを活用したユースケース実
証の実例として，リモートライブや遠隔ロ
ボット制御の取り組みについて紹介しまし
た．また，2023年 3 月より，IOWNサービ
スの第一弾として提供を開始するAPNサー
ビスについて，パートナーとの共創事例と
ともにその概要について紹介しました．

今後は商用サービスのリリースを皮切り
に，さまざまなパートナーとのユースケー
ス創出に弾みをつけるとともに，より幅広
い分野の社会インフラとしての活用が期待
されるモバイルフロントホールや，データ
センター間接続などの分野への適用性につ
いても検討に取り組んでいきたいと考えて
います．そして大阪・関西万博が開催され
る2025年には，より多くのお客さま，パー
トナーの皆様との協業を通じてIOWNが提
供する価値を体験いただけるよう，今後も
サービス・技術開発に取り組んでいきます．
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地域社会の課題解決とIOWN構想の具現化に向け
て，今後もさまざまなパートナーとの共創を通じて，
新たな価値の創出と社会実装の推進に取り組んで
いきます．
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図 4　商用版APN（APN IOWN1.0）を用いた西日本初のユースケース
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